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STE
エスティーイー

(Software Testing for Enterprise system)

1. 設立趣旨設立趣旨設立趣旨設立趣旨

– 現状エンタープライズシステムにおいてはソフトウェアテストの認知度は
今一歩という認識

– エンタープライズシステム向けのソフトウェアテストの振興およびマー
ケットの創出に貢献する

2. 対象対象対象対象とするとするとするとする主主主主なななな領域領域領域領域

– 製造、金融、医療、官公庁、社会インフラなどの組織が利用する業務シス
テムにおけるソフトウェアテスト

3. 対象対象対象対象とするとするとするとする主主主主なななな課題課題課題課題

1. ソフトウェアテスト技術

2. テストのロールモデル(およびビジネスモデル)

3. テストのスキル・人材育成

1. STEについてについてについてについて
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2. 目指目指目指目指すすすすゴールゴールゴールゴール

� ゴール

エンタープライズシステムにおける

1. ソフトウェアテストの振興。認知度の向上

2. ソフトウェアテストのマーケット創出へ貢献

STE
STEの価値

エンタープライズテストの
重要な情報が集まる場

ユーザ
ITベン
ダー

テストに関する解決策が得られる
テストの重要性が理解できる

テストの重要性をユーザーに理解いただける
テストに関するビジネスのヒントを得られる

� STEの価値と参加者のベネフィット

ベネフィット ベネフィット

アウトプット例

•業務ドメインに特化したテストのガイドライン、事例集
•書籍の翻訳、出版
•ISO/IEC 29119 Software Testing Standardを参照したテストモデル

など
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▲
JaSST’12

東京

▲
JaSST’13

東京

▲
-STAR

East(US)

�
JaSST’12
でSTE告知 ▲

JaSST’13東京
成果発表
(1/31)

▲
第1回
STE

研究交流会
(6/15)

▲
第2回
STE

研究交流会
(10/4)

▲
第3回
STE

研究交流会
(12/14)

▲
海外事例研究

▲
CAST(US)

▲
-STAR

West(US)

3. 活動状況活動状況活動状況活動状況 (1/2)

� STEの活動

① STE研究交流会：定期的な情報交換・ディスカッション、海外事例研究

② 成果発表：JaSSTにおける成果発表

①①①① ②②②②
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3. 活動状況活動状況活動状況活動状況 (2/2)

参加者状況

�2012年はITベンダー関係者に参加案内を出しました。

�SIerの技術開発部や品質保証部などの方、テスト専業ベン
ダーの方など、延べ約45名が参加しました。

活動でグランドルールとしていること

�建設的、積極的、継続的な参加をお願いします。

�情報は公開可能な範囲で結構です。

�各回の資料は参加者のみにソフトコピーで配布します。ガ
イドライン等作成物は一般公開する予定です。

参加を希望される方は

ste-group@googlegroups.com

までご連絡ください。
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